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最

低
生
活
費

課
税
説
を
駁
す

・

マ
ル
ク
ス
氏
蘇
剰
債
値
説

の
評
論

戦

国

の
都

市

・

小

作
制

と
小
作
法

我

国

に
於
け

る
困
民
所
得

の
遜
蓮

脛

濟
道

と
経
済
術

時

婚
姻

我
邦

の
相
縛
…税

を
論
ず

・

説

"苑

地
學
観
肚
會
學
説

に
就

き

て

・

リ

ッ
ケ
ル
ト

の
偵
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艦
系

・

雑

竺
跡

隔
P
冑
μ
淋
い
㊧
脛
濟
階
段
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、

観

苑

地
墨
観
肚
會
學
説
に
就
膏

て
(
一
)

第
+
四
巻

〔第

三
號

一
四
六
)

五
六

六

百兄

苑

、

地
學
観
枇
會
學
論
に
就
き
て
(
一
)

財

部

静

治

女

を
物

色
し
て
、
そ

の
美

醜
を
品
定

め
す

る
は
、
元

来
女
人

そ
の
も

の

に
就

き

て
撚

り
、
而
も
亦

京
都
美
人

に

加
茂
川
の
自
然
を
配
す
・
か
π
め
に
、
そ
の
美
の
特
色
は
、
特
捜

撮
せ
ら

穿

か
如
き
.地

す
、
之
を

一
般
肚

會
生

活

に
及
は

し
て
考

ふ
る
も
、
亦

之

に
似
た

る
も

の

あ
り
、
否
自

然

ご
の
關

係

一,暦

切
實

な
る
も

の
あ
り

、
素

よ
b
祉
會
そ
の
も
の
は
、
現
今
多
数
肚
會
學
者
の
唱
ふ
る
聖

、

一
の
.心
的
事
讐

す

へ
き
も
の
め
ら
ん
、

面

叉
極

端
な

る
人
交
地
理
的
解

繹
、
叉

は
地

理
的

定
道
論

を
試
み
、
自
然
を

以

て
あ
ら
ゆ

る
生
活
現

象

の
、
最
終
原
因

た
ら

し
め
ん
ご
す

る
は
、
非

ε
す

へ
き
も

の
あ
ら

ん
、

さ
れ
ぜ
肚
會

の
存

在
は
、
自
然
條

件
の
極

め
て
狭

き
(
動

揺
圏
内

に
於

て
の
み
、
.之
を
続

け
得

へ
き
の

(試
み
に
夏
季
の
平
均
湿
度
、
平
年
よ
り
二
割
高
か
り
し
も
の
ぐ、し
て
、
そ
の
祀
會
に
及
ぼ

す
影
響

何
馨

へ
罫

憲

讐

王

事

よ
り
推
す
も
、
自
然

の
肚
會
に
及
ぼ
す
影
響
、
偉
大
な
る
」へ
き
を
想
は
す
ん

は
非
す

、
然

る
に
本
邦
肚

會
學

界
否

一
般
學
界
を

通
覧

す

る
に
、
予
輩
寡

聞
な
る

か
た

め
か
、
人
衣
地

理
的

研
究

頗

る
振
は

さ
る
を

威
す

る
こ
ε
久

し
、
そ
は
兎
も
角

ε
し
、

近
日
偶

々

眉
雪
。。8

し弓
ρ
藏
ま
騨。
o・
望
∩
Q。
。
、[。
一。
屯
田。
『
ゆ日

日
7
mo
臨
o
P

6

口

を
繙

け

る
に
、

こ
の
方

面
の
研
究

評
論

の
π

め
に
、

一
章
を
費
や

せ
b

、
同
感
…の
士
な

き
を

ノ

,



/

期

せ

す

ε

想

ひ

つ

N

、

A
・
之

を

紹

介

す

る

こ

ε

Σ

せ

り

、

[

肚
會
単

騎
思
惟

の
影
響

は
、
地

理

の
上

に
も
亦

現
は

れ
、

か
く
て
祉

會
地

理

ω
。
N芭
Φ
Ω
ω
。
填
岩
三
9

ω
。
N剛。
げq
8

の
籟
℃
巨
。
(
O
。
日
。
ぎ
・。
)
叉

は
人
丈
地

理

〉
ロ
ユ
罵
。
『
。
鵯

。
σq
・ぞ
ぼ
⑳
(菊
風
NΦご

ε
呼

は
れ
得

へ
き

一
新

學
涙
叉

は
學

読
を
生
し
た

り
。

現
今
佛
蘭

西

に
於
て
、
此
振

の
著

し
き
代
表
者

た

る

O
Φ
ヨ
○
ぎ

・。
は
言

へ
b
、
そ

の
學
風

の
基

づ
く
所
は

、
r
①

H、口
団

に
あ
b

巴
、
い
。
主
材

の
研
究

方
注

に
鑑
み
、
部

分
的

に
は
ヌ
氏

の
肚

會

現
象

分
類
上
、
土
地

ご
人
口

ご
を

肚
會

の
基
本

ε
な

せ
る
ξ
に
鑑

み
ん

か
、
そ

の
研
究

を
肚
會

地

理
に
、
微

ふ
る
は
差
支
な

か
ら

ん
、
さ
れ
ご
氏

か

ペ
リ

ナ
　
リア
ン

生
産

方
便

の
如

何

に
よ
り

、
肚
會

の
紀
別
を
試

み
た

る
こ
ε
、
又

そ
の
學
説

の
基
調

に
、
照

し

て
考

ふ

る
に
、
氏

　

の

　

　

　

　

　

　

は
寧

ろ
脛
濟
単
射

耐
會
學
者

ε
謂

ふ

へ
し
、
.蓋

し
氏

に
よ
る

に
、
人
間
界

の
全
獲
展

は
、
螢
働
形
態
及
種

々
の
所

有
権

形
態

を
、
土
豪

ご
す

ε
な

せ
は
な
b
。

計
脚會
地
理
涙

は
寧

ろ

O
o
月
o
毎
く旨
繋

U
o日
o
=
口
切
に

よ
b
建

て
ち

れ
π
り

、
特

に
並則
者

は
そ

の
研
究
方
法

の
、

部
分

を
詳
説

し
た
り

、邸
ち

ピ
o
コ
還

か
説

き
出

せ

る
諸

原
理

を
、
完

成
し
延

長

し
叉
修

正
し
陀
b
、
實

に
斯
入

の
経
管

せ
る

、

「
耐
會
學
」
o。
n[窪
8

加
。
n芭
。
學
校
及

同
名

の
雑
誌
中

、
耐
會

の
分
類

に

つ
き

て
取
扱

へ
る
所
も

、

家
族

、
諸
州

、

特

に
又
耐
會

に
關
す

る
諸
軍
行
本

も

、
〔[
.
国
8
冨

亀
Φ
す

・・身

9
Φ
、の。
。
巨
①
及
雑
誌

目
節
しn
。ぎ

。
Φ

巴
。
…巴
。
は
、

　
八
八
六
年

U
①
日
。
耳
目
δ

及

O
。ヨ
。
ぎ
㊨
に

よ
り

、

巴
里

に
建

て
ら

れ
た
り
、

　.①
ヨ
亀

目

は

別

に
伺

一
八
九
九

年

に
、
第

二

の
學

校
を

殉
。
畠
田

に
建

て
、
ピ
。
歪
四
》・
に
よ
り
始
・め
ら

れ
、
U
。
↓
o
霞
く
範
Φ
及

説

苑

地
畢
親
砒
會
畢
説
に
就
昏
て
〔
ご

.

第
十
四
巻

(第
三
號

一四
七
)

五
六
七

sDeTourville(一 九 〇 三 年 死 で)の 肚 會 地 理 的 大 作 は 、 一 入 九 七 乃 至 一 九 〇 三 卑

間 の 、幾 多 論 文 い 】成 れるL'histoiredelaformationparti〔=ularlsteな り、 後
こす 省に そ の 著 書 名feL'originedesgrandspeuplesactuels,ParisI907・

Melin,DeTourvilleetsonoeuvresocial,Marls'07.9照
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説

苑

地
學
観

肚
會
學
説

に
就
看
て
(
一
)

・

第

十
四
巻
.

(第
三
號

「
四
八
)

五
六
八

　

U
o
日
。ぎ
ω
に
よ
り
、
修
正

さ
れ
し
方
法

に
よ
り
、
地

理
を

激
ゆ
)

い
o
困
巴
団

に

よ
る
肚
會
現
象

の
分
類

、

叉

は

み
け

名

目

に
よ
り
影
響

せ
ら

る
。

二

∪
①
目
o
異
く
≡
Φ

か
そ
の
該

博
な

る
研
究

を
、
傾

倒

せ

る
問

題
は
、
家
長
制

家
族

か
如
何

に
し
て
、
個
別
家
族

に

遷

り
行
け

る

か
に
存

し
た

り
、
肚
會
地

理

ε
し
て
は

、
ル
て
過
去
現
在
及
末

家

に
於

て
、
優
勢

な

る
も

の

N
起
原

を
、

そ
の
殊

異
に

つ
き
洞
察

せ
ん
ε
、
努

む

へ
き

こ

ε
を
解
す

る
人

に

ε
り
、

こ
は
極

め

て
重
要
な

る

一
問
題

な

り

、
か
く
て
著
者

は
前

に
示

せ

る
、
著
書

中
(
二
〇
四
頁
)
に
言

へ
り

「
凡

て
は
嚴
密

に
、

右
特
殊

家
族

の
歴
史

、
並

に
そ
の
諸
施

設
の
獲
展

に
則
る
、
北
海

の
沿
岸

に
め

り
て
は
、

一
帯

の
沿
海
漁

業

に
よ
り
渡
世

す

へ
き
」
散
在

的

住
居

地
立
て
ら
れ

、
又
か

』
る
住
居

地
を

し
て
、
優

勢
な
ら

し
む

へ
く
、

サ
ク

ソ
ン
卒

野

の
癖

地

に
あ

り
て
は
小

村
立

て
ら

れ
、
等

し
く
叉

そ
の
小
村

土
着
制
を

、
優
勢

な
ら
し
む

へ
き
も
、
衆
因

河
両
岸

の
沃
土

に
あ
b

て
は
大

村
建

て
ら

れ
、
叉

そ
の
大

村
制

を
、
優
勢

な
ら

し
む

へ
し
」

ε
。

.
β
れ

ε
賢
際
上

生
業

、
耐

會
生
活
等

の
如

何
が
、
常

に
何

に
よ
り
、
決
定

さ
る

、
か
を
考

ふ
る
に
、

そ
は

そ
の

場

所

の
性
質
如

何

に
よ
り

て
の
み
、
決

せ
ら

る

Σ
こ

ε
な

し
、、
蓋

し
同

一
の
土
地

に
、
共

産
主

義

の
組
織
を
探

れ

み
民
族

も
、
個
人
主
義

の
組
織

を
探

れ

る
民

族
も

、
存
在

し
得

へ
き
こ
ε
、
假
令

は
共
産

的
な
り

し

ア
ン
グ

ル
人

か
共
産
的

な
ら

さ
り

し

サ

ク
セ

ン
人

に
、
征

服

さ
れ

た

る
の
良
貨

に
就

き
、
之

を
伺
ひ
得

へ
き
も

の
あ
れ
は
な
り.

}
形
態

か
他

の
形

態

に
よ
り

、
征
服

さ
れ
陀
る
は
、
人

種
、
特
殊

特
質

の
強
大

、
政
治
的

綱
紀
、
優
良

な
る
適

慮
能

つ

な

あ

っ

あ

も

ヘ

へ

し

へ

も

り

も

も

う

ヤ

ヘ

へ

力

ε
言

ぷ
が
如

き
、
他

の
諸
原

因
に
よ

る
こ
・し
あ
り

、
而

し
て
是
等
諸

原
因

に
よ
り
、
優

勢
及
勝
利

を
授

く

る
は

・旨暑

(ALlhan9);LIEdllcationnouvelle;VglDemolins,Lesfi・angai5d'aujourdhui

EcoledeRoches.L'LcoledeRoches;Journaldel脚

Tourvi1[e,Lanomenclaturesociale.(Demolins,Lesfran4aisd'aujourDe

d脚hui二 載 録 サ ル)輩1飛 ヒ會 地 葺里 ノ 方 法 二 筋 キ テ ノ、Squillace,Iprobleraiconsしitu

68 参 照Iff.zionalidellaSociologiap.
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ヤ

ろ

へ

あ

マ

む

ヘ

ヤ

へ

で

め

り

も

や

ヘ

コ

ヘ

ヤ

や

へ

ゆ

も

エ

ヵ

ち

も

あ

た

ら

ま

へ

も

モ

ヘ

ヤ

し

ら

別

に
形
勝

の
地

を
青

む
る
か
た

め
に
、
然

る

に
あ
ら
す

、
形

勝

の
地

あ

る
に
拘
は
ら
す
、
撚

り

ε
す

へ
し
、
現

に

∪
6
目
o
⊆『芒

δ
も
言

へ
り
、
「
糺肌
會
學

に
あ
り

て
は
、

一
民
族

か
土
着

せ

る
、
國
土

の
性
質
如
何

を
以
て
、
何
等

そ

の
意

義
に
富

め
b

ξ
す

べ
き
も

の
な

し
」
(前
掲
書
二
四
八
頁
)
「
さ
れ
は
同

一
民
族

は
、
千
有

飴
歳

を
隔

て
も

、
省

同

一
計
叢
を
再
興

せ
る
の
例

あ
り
」

ε
。

(同
二
五
Q
頁
)

三

U
¢
ヨ
o
【言
笑

は
右

の
如

き
研
究
を

、

一
層

弘
く
及

ぼ
す

こ
ど

ン
し
、
幾
多

の
大
民
族

研
究
上

、
肚
會
地
理

の
諸

・

原

理
を
悉
用

し
て
、
種

々
の
肚

會
型
を

解
繹

し
た
り

。

氏

の
所
見

に
よ

る
に
、
人
種
も
亦
地
理
的
環
境

の

[
産

物

た
り
、
さ
れ

ご
人
種

の
複
雑

な

る
は
、
別

に
叉
他

の

セ

も

へ

で

ヤ

マ

ヘ

へ

あ

や

ヘ

ヘ

セ

ち

マ

　

ほ

で

モ

ヘ

へ

原

因
に
よ
り
、
促

さ
れ
す

ん
は
あ
ら

す
、即

ち

そ
は
諸

民
族

か
、

そ

の
移

住
上
採
用

せ
る
、
方
向

如
何

に
よ
b

て
黙

り
そ
の
方
向
愛
す

る

に
從

ひ
、
生
産

、
勢
働

の
仕
方

「
肚

會
型

も
愛
す

、
從

ひ
て
地
理

は
人
間

肚
會
構
成

の
、
基

本

因
子
た
b

ぜ
せ
り

、
か
く

て

ご
。ヨ
。ぎ

切
は
古

代
以
来

の
諸
民
族

か
、

そ

の
移

住
上
踏
破

せ
る
、

大

道
如
何

に

水

つ
き
、
古
代
諸

氏
族

の
肚
會
型

を
解
繹

し
、
又
再
建

せ
ん
ε
し
た
り

、
偶

有
は
高
原
を
貫
通

せ
る
道

は
、
最
毛

粗

野
な

る
肚

會
型

、
,最
も
原
始
的

叉
本

元
的

な

る
入

間
型

、
即

ち
氏

か
「
史
籍

金
鉄
」
『Q
島
。
窯
多
邑
o。。
ご
呼

へ
る
、

肚

會
型

の

一
つ
を
生
す

ε
せ
り
。

中
央

亜
細

亜
高

原

の
大
高

度
は
、
そ

の
気
候

事
情

を
左
右

し
、
之
ε
關
聯

し
て
、
叉

同
高
原

の
二
特
徴

、
詳
言

す

れ
は
草

の
生
茂

あ

る
こ
ε
、
そ

の
他
あ
ら

ゆ

る
作
物

栽
培

の
見
込
な

き

こ
ご
を

決
定
す

、

か
く

て

一
勢
働
形

態

　

も

や

う

へ

.

亡
し

て
の
牧

人
弊

働
、
並

に
特
殊

の

一
動
物

ε
し
て
、
高
原

に
最

も
適

せ

る
馬
は

、
自

か
ら
惹

越

さ
れ
ハ

そ

の
馬

競

苑

地
學
観
肚
會
學
説
に
就
き
て
(
一)

第
十
四
巻

(第
三
號

一
四
九
)

五
六
九

aDemo】ins,Lesgrandesroulesdespeoples,

social(LesroutesdeI'autiquitk)

CDmmenしlaroutecr6e】etype

,



説

苑

地
學
観
砒
會
學
説
に
就
き
て
(
一
〉

第
十
四
巻

(第
三
號

一
五
〇
)

五
七
〇

あ

る
か
た
め

に
、
人
は
迅
速
な

る
行
進

を
遂
げ
、
家
族

の
列
伍
を
組

み
、
引

い
て
又
遊

牧
民
族

の
、
家
長
制
的

綱

紀

を
探

b
得

へ
き

こ
ざ

}
な
り

、
叉
高
原

に
散
在

し
、

軍

に
巡
麗

に
よ
り
て
、
宗
漱
的
統

一
團
を
結

ひ
、
防
禦

の

泥
め

に
軍

事
的
統

一
團

を
結

ふ

へ
き

、
多
数

家
族

相
互
間

の
交
通

を
、
容
易

な
ら

し
む
る

こ
ε

」
な

れ
る
よ
り
、

馬

あ
る
こ
ε
は
人

々
に
も
適
切

な
り
、

同
産

業
は
叉

民
族

の
資
源

、

及
欲

望

ご
も
關
係
あ

り
、

即

ち
そ
は

馬

に

よ
b

て
授
け
ら

る

へ
、き
、
乳
、
肉

、
皮

、
毛
を
土
塁

ε
す

、
而

し
て
原
始
的
遊
牧
民
族

に
あ
り

て
は

、
是
等

の
物

品

ぽ
、

一
定
條
件

を
充

た
す

の
要
あ

り
、
詳
言
す

れ
ば
容

易

に
運
搬

さ
れ
得

へ
く
、
簡

…単
文
容
易

に
作
出

さ
れ
得

べ
き
物

た
る

の
要
め
り
、

か
く
同
産

業
は
之
を
棲

む
人

々
の
、
欲
望

に
適
慮
守

る
を
以

て
、
か

の
肪

有
権
形
態

ε

も

セ

ち

め

カ

あ

へ

リ

へ

も

し

し

も

も

へ

も

し

や

ぬ

し
て
も
、
民
族

形
態

ε
し
て
も
、
高
原
生
活

に
俘

ふ
.
へ
き
、
共
産
主
義

随

一
秩

序

は
、
等

し
《
叉

そ
の
産
業

に
よ

ゲ
脚

立
か

べ
じ
、
蓋

し
何

人
も

土
地

の

↓
部

を
、
自

分

一
人

の
物

た
ら
し
む

る
こ
芭
の
、
利

益
を
認

め
さ
れ
は
な

り
、
土
地

は
家
族

に

ご
り
、
不
足
を
告

げ
℃

め
さ
る

の
要
あ

る
を
以
て
、
そ

の
利
益

ε
す

る
所

は
、
勢
働
能

力
あ

し

ゐ

で

も

ヵ

モ

も

る
多

撒
子

息
を
、
唯

「
の
家
長
制
的
共

同
艦

に
、
総

括
す

る
に
め
り

、
同

一
理
由

に
基

づ
き
、
高
原
生

活
は
家
族

ネ

も

マ

も

エ

も

も

エ

ヤ

も

つ

ヘ

へ

ち

へ

ち

ヘ

ヤ

以
外

に
、
中
央
罐
力

を
獲
展

せ
し
む

る
こ
ε
な
し
、
散

在
し

つ
」
有

牧
生
涯
を
逡

れ

る
、

一
民
族

に
あ

⇔
て
は
、

統

一
的
政

府
を
立

つ
る
こ
ε
、
不
可
能
な
'れ
は
な

り
、

そ
の
外
李

和
維
持
は
、

一
政

府

の
目
的

こ
す

へ
き
所

な
れ

ご
、
そ
は
孕

和

か
家
長

の
威
嚴

に
よ
り
、
保

π
る

》
所

に
あ
り

て
は
、
別

に
政
府

ご
し
て
有

し
兼

漁

へ
き

一
目
的

な

り
、
而
し

て
共
産
主
義

的
綱
紀

は
、

二
影
響

を
俘

ふ
、
苦

し
き
勢
働

を
鉄

一

こ
ご
、
並

に
人

々
個
別

の
自
獲
心

を
抑

塞
す

る
こ
ε
は
之
な
り
、

さ
れ

ご
高
原

に
あ
り

て
は
、
通
常

の
砒

會
的
群

(家
族
、
地
方
恥
磯
)以
外

に
、
異
常

の

聯
合

藤

岡
)
も
成

立
す

、
隊
商

も
亦
外

界
に

よ
り
左

右
せ
ら

る
、

そ
は
多
散

人
よ
b
成

る
、
危

険
を
胃

し

つ
、
、



ド
.

長
距
離

を
温

き
る
の
要

あ
れ
は
な
り

、
叉
進

路
を
示

し
、
秩
序

を
維

持
す

へ
く
、
遭
遇

せ
る
諸
民
族

巴
、
頁
關
係

を
結

ふ

へ
き
、

一
響
導

者

に
よ

り
牽

ゐ
ら

る
、

こ
の
こ

ざ
た
る
重
要
な

る

一
事
情

た
り
、
蓋
し

之
れ

か
た

め
に
、

ら

も

も

し

も

も

も

ヤ

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

マ

ロ

へ

も

ヘ

マ

家
族

以
外

に
統

[
的

一
権
力
を
、

立

つ
る
の
原
則
起

れ

る
を
示

せ
ば
な

り
、

こ
の
武
装

せ
る
隊

商

は
、
侵
略

を
遂

く

る
に
至
適

せ
る
力

た
る
も
、
そ

の
力

を
維
持

す

る
に
は
充

分
な
ら
す
、

一
時

の
必
要

に
促

さ
れ
て
起

り
し
、

↓

時
的

聯
盟

な
れ
は
な
り

、
從
ひ
て
蒙
古
人
、
韃

靼

人
等

の
如

き
牧
畜
氏
族

は
、
決

し
て
永
続

的
統
治
及

開
化

を

.

　

た

エ

し

も

も

や

も

ヘ

へ

ち

コ

ヘ

ヘ

へ

あ

　

ヘ

へ

し

ヘ

へ

う

も

ヘ

ヘ

や

確

立
す

る
こ
ε
な

か
b

き
、

さ
れ
ば
牧
畜

民

に
し

て
、

假

り
に
草

原

の
二
大
蟷

を
、
獲
見

し
得

さ
り
し

も
の
`
せ

ヘ

へ

　

う

た

も

も

も

や

ち

や

ヤ

や

ゆ

ヘ

へ

も

ん
か
、
そ
の
民
族

は
蔓
延

し
得

さ
り

し
な
ら

ん
、

二
大

道

ご
は

ド
ナ
ウ

へ
の

}
路

そ

の

一
な

り
、

コ
ソ
ス
タ

ン
チ

ヘ

へ

あ

ら

へ

あ

あ

へ

も

も

ノ
ー

ベ
ル
へ
の

一
路
そ

の
二
な

り
、

さ
れ

ξ
肚

會
地
理

に
よ
り
漱

へ
ら

る

Σ
が
如

一
、
血
會
事
實

を
地
墨
的

に
解

ヤ

も

あ

　

ヘ

へ

ぬ

も

コ
へ

も

も

ヤ

へ

も

も

へ

リ

ヘ

ビ

あ

や

も

モ

あ

経
　す

る

の
態
農
は

、
蝕

に
至
り
て
最
早

そ
の
保
持

し
難

き
を

、
認
識

す

る
を
得

へ
し
、
.蓋

し
右
牧
畜

民

の
二
大
流

中

、
後
世

に
至
り
土
耳
其
人

ε
し
て
.
現
は
れ
た

る
分

は
、
漸

次
牧
畜
民
よ

b
農
民

に
、
攣

は
ら

さ

る
を
得

さ
り

や

マ

や

ち

ヘ

へ

し
を
以

て
な
り
、
U
。
ヨ
呂
塁

は

こ
の
攣

邉
を

、

諸

事
情

の
墜
迫

に

よ
り
、
換
言
す

れ

ば
高
原

の
資
源

不
足

、
そ

の
結

果

ε
し
て
必

要
上

、
栽
培

に
従
事

せ
さ

る
を
得

さ
り
し
事
情

に
よ
り
、
之
を
解

繹

せ
ん
ε
せ
り

、

さ
れ

ご
之

を
反
駁

せ

ん
か
た

め
に
翠

け
得

へ
き

は
、
高

原
か
そ

の
地

に
散
在

し
て
住

め
る
、
稀
薄

の
人

口
に
ε
り

て
も
、
狭

隘

に
遍

く
る
を
訴

ふ
る
の
例
多

き
こ

ε
、

を
は
長
年
月

を
経

て
、
入

口
著

し
く
増

加

し
、
高
原

の
大

部
分

に
作
付

を
見

た
る
、今

日

に
て
も
珍

し
か
ら

さ
る
の
、
事
情
な

る

こ

ε
之
な
り

、
そ
の
外
土

耳
其

人
以
外

の
諸

民
族

は
、
他

の
草

路
を
鞍
見

し
得

た

り
、
土

耳
其
人

ご
雌
も
、
假
b

に
事
實

上
そ

の
故
郷

に
於

て
、
不
足
を
告

げ
し
郊

野
を
、

獲
見

せ
ん
ざ
す

る
の
衝

動
丈
け

に
願

ら
れ
、

コ
ン

ス
タ

ン
チ
ノ
!

ペ
ル

へ
の
移
住

を
、
遂
げ

し
も
の

ε
せ
は
、
他

説

苑

地
畢
親
枇
會
學
説
に
就
着
て
〔
ご

第
十
四
巻

ハ第
三
號

一
五
一)

五
七
一

■



♂

説

苑

地
畢
親
壮
會
學
設

に
就
き
て

(
=
.

第
十
四
巻

(第

三
號

一
五
二
)

五
七
二

も

へ

る

ヤ

ヘ

へ

似
草

路
を
護
見

し
得

だ
ら

ん
ご
、
な

し
得

へ
き
も

の
あ

り
、

か
の
土
耳
其

人

か
、
特
殊

の
膨
脹
力
を

有
せ
る

は
、

同
民
族

か
他

の
諸
民
族

の
境

域

に
澄

み
、
迅
速

に

一
大

覇
権
を

、
握

り
得

π
る
の
事
情

に
よ
り

明
か
な
り
、
∪
⑦
口
一

。
豪
ω
は
三
因
子

に
よ
り
、
之
を
解
繹

せ
ん
蓬
せ
り
、土

耳
其
人

は
そ

の
容
易

に
奪

取
し
得

た

る
、

コ
ン

ス
タ

ン
チ

ノ
ー

ペ
ル

へ
直
路
到
達

す

へ
き
、
道
を
採

り
て
進

め
る

こ
ご
其

の

一
.な
り
、
最
終

者

ε
し
て
そ

の
地

へ
、
到
來

せ

る

こ
ε
其

の
二
な
り
、
土

耳
其

人

は
命
令

す

る
に
、
馴

れ
た

る
こ
ε
其

の
三
な

り
ε
、
さ
れ
ご
就
中
始

め
の
二
理
由

「
か
採
用

さ
れ
難

き
は
容
易

に
看
取

せ
ぢ

れ
得

へ
く
、
第

三

理
由

に
は
異
議

を
挿

む

へ
き
も

の
あ
り
、

U
O
ヨ
島
霧

自

グ
レ
ガ
リ
ス
ム

身

の
所
説

に
よ

る
も
、

高
原

に
固
有

な

る
綱
紀

に

は
、
寧

ろ
共
産
主
義
及
群
居
主

義
を
伴

へ
は
な
り
。

東
欧

ε
西
欧

こ
の
澗

に
、
存
在

せ

る
相

違
は
、
東
隊

か
直
接

に
文

苑

ん
ご
全

く
、
牧

畜
民

に
よ
り
拓

殖
さ
れ
た

る
の
事
情

に
、
そ

の
源

を
獲
す

、
而

し
て

一
民
族

か
踏

み
行

く

へ
き

、
道

の
選
揮

宣
う

し
き
を
得

る

の
意
義

は

深

ヤ

ヘ

ヘ

へ

も

し

も

ロ

へ

あ

ヘ

ヘ

へ

刻

な
り
、
同
民
族

の
肚
轡

型
は
、
之

に
よ
り
左

右

さ
る
れ
は
な

り
、

さ
れ
ε

一
民

族
柱

に

源
始

民
族

か
、
そ

の
移

も

へ

も

レ

ヤ

ユ

も

ロ

ヘ

モ

も

お

マ

マ

ろ

し

サ

お

ち

ヘ

マ

も

う

ヤ

ヘ

へ

し

も

ち

ぬ

モ

ロ

も

も

り

ロ

あ

も

ヘ

へ

仕
上
如
何
な

る
道

を
探

る

か
は
、
そ

の
民
族

の
意

志

に
よ
り
定
ま

る

か
、
將

π
之
を
定
む

る
も

の
、
寧

ろ
そ

の
欲

モ

ヤ

ヤ

を

や

も

や

め

モ

も

も

も

つ

も

や

も

コ

ち

も

も

あ

あ

へ

り

モ

も

ヘ

モ

あ

も

や

も

ち

も

も

も

モ

も

も

望

に
あ
り
馬

か
く

て
最

も
よ
く
そ

の
欲
望
を

充
た

さ
し

む

へ
き
、
蓮

を
選

ふ

に
到

れ
り

ご
す

へ
き
に
非

る
か
、

も

つ

ら

や

へ

も

や

ヘ

ヘ

マ

ヤ

へ

も

へ

り

ロ

へ

も

ヘ

へ

極

北
不
毛

の

目
自
評
9
地
方

に
あ
り

て
は

、
他

の

=
肛
轡
型
形
成

せ
ら

る
、
か

エ
る
気
候

の
下
、
生
残

し
得

へ
き

植
物
は
地

衣

に
限

ら
れ
、
又
弦

に
飼

は
れ
得
,へ
き
動
物

は

、
馴
鹿

に
限
ら

る
、
然

る
に
地
衣

は
乏

し
き

か
覆
め
に

馴
鹿
あ
ら

は
迅
速

叉
頻
繁

に
、
土
地

を
換
ゆ

る
の
要
あ

り

、
そ

の
馴

鹿

は
乳

を
撞
く

る
も
、
輕
微

に
過
ぎ

さ
る
を

ヤ

も

へ

も

も

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヤ

も

ヘ

へ

り

以

て
、
住
民

は
之
を
補

ふ
た
め

に
、
狩
猟

漁
撈

に
當

る
の
要
あ
b
、

か
く
新

し
き
勢
働

の
仕
方

め

る
に
拘
は
ら
す

マ

へ

も

も

し

も

エ

ヤ

へ

も

も

も

つ

じ

ヘ

エ

マ

モ

ヘ

へ

お

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

高
原
の
共
産
的
所

有
権
及
家
族
形
態
は
、
何
等

の
愛
化
を
蒙
る
こ
ε
な
し
ε
説
か
る
、
さ
れ
ε
藪
.に
も
亦

一
反
封



ノ

は
起

る

へ
し
、
蓋

し

一
の
地

理
的
環
境
及

響
動

の

一
仕

方

は
、
必

然

一
の
社
倉

型
を
生
む

へ
し
・し
せ
ん
か
、
是

等

因

子

に
少

し
の
愛

更
あ

り
て
も
、
亦
之

に
相

悉

せ
る
肚

會
型
攣
化

は
、
惹

起

さ
る

へ
し

ε
す

へ
け
れ

は
な

り
。

右

の
如

き
狩
猟
民
族

か
、
侵
入
し
得
湿

る
唯

一
の
道

は
、
北
米

へ
通

せ
し

め
し
道

π
り
き

、
そ
は
北
米

か
荷

無

人
の
地

な

り
し
か
泥
め
に
然

る
か
、
或
は
そ

の
氣
候

そ

の
動

植
物

界
、
井

に
そ
の
資
源

の
下
、
生
存
を
遂

げ
得

陀

る
か
た
め
に
然

る
か
は
、
之

を
問
は
す
、

さ
れ

ご
右

の
肚
會
型

は
、

そ
の
踏

み
入
れ

る
道

の
如

何
に
よ
り

、
種

々

の
攣

化
を

遂
げ
π
り
、
第

一
に
米
利

堅
辛

しd
9

=

の
住

め

る
、

南

部

無
樹

原
叉
は
大
草
原

U。
磐
華
鬘

o
「
逗
四三
①

を
通
す

へ
き
、
道
を
探

れ
る
は
、
皮

膚
赤
色

の
野
牛
猟

民
型

を
生

め
b
、
何
故

に
之

に
よ
り

、

一
牧
畜

氏
を
生

ま

さ
り

し
か
に
就

き
、
之
を
繹

明
す

へ
き
理
由

ε
し
て
、
馬

な

か
り
し

こ
ε
、
水
牛
豊
富

な
り

し

こ
ε
等
を
羅

け
し

つ

ち

へ

し

ウ

へ

し

も

マ

も

セ

カ

へ

も

へ

ら

へ

も

へ

も

も

や

き

ヤ

も

へ

も
、

そ
は
確

か
な
ら
す
、
右

の
皮
膚
赤
色

型
は
猟
民

ご

し
て
、
家
侵
制

の
家
族

を
立
て
得

さ
り

き
、
而

し
て
力
は

こ
玉
に
そ

の
勢
力
を
振

ひ
た
り
、
U
6
ヨ
雲
霧

は

こ
の
例

に
よ
り
、
「
一
猟
民
族

は
自

然

の
儘
に
て
は
、
一
枚
立
田
民

に

塗

せ
す
」
削
掲
暑

一四
四
頁
)
ピ
の
、肚
會

的
.
一
大
法

則
を
、
獲

見

し
得

た
り

{
信

せ

し
も

、
同

法
則
は
重
要
な
ら
す
、
蓋

ヘ

コ

ヘ

へ

も

カ

ヘ

へ

も

レ

マ

ヘ

へ

や

　

ね

あ

ち

し
そ

の
實

あ
り

こ
す

る
も
、

そ
は
断
片
的
事
例

に
過
ぎ
す

、
叉
如

何

な
る
砒
會

的
攣

邉

も
、
臼

然
の
盤

に
て
は
起

マ

カ

あ

あ

ぬ

な

や

も

つ

も

あ

へ

も

ヘ

へ

た

も

コ

ヒ

の

も

で

へ

う

コ

へ

ふ

へ

も

も

も

も

ミ

ら
す

、
各

個
入

の
意
志

に
よ
り

て
も
惹
起

さ
れ
す

、
寧

ろ
常

に
民
族

の
.必

要

に
よ
b
、
決

せ
ら

る
れ
は
な

り
、
之

あ

る
が
た

め

に

一
民

族
は
、
愛

れ

る
肚
會
事
情

の
下
、
必

然

そ
の
生
存

の
仕
方
を
攣

せ
し
む
、

さ
れ
は
諸
肚
會

形

態

の
粗

櫛
性
を
認

め
、

そ
の
形
態
は
土
地

及
勢
働

の
相

違

に
よ
り
、
左
右

さ
る

へ
き

こ
ご
を
主
張

せ
る

U
①
ヨ
o
=
腸

か
、

「肚

會
學

の
現
状

に
あ

り
て
は
、
原
人

か
如
何

に

し
て
、
純
猟

民
だ
り
得

た

る
か
、
そ

の
理
由

を
解

せ
す
」

入
前
掲
書
一
四
五
頁
)
ε
の
、
絶
対

法
則
を
編

ま
ん
ご
せ
る
は

、
怪

し
む

へ
し
、
諸
民
族
諸
肚
會

形
態

の
獲
展

は
、
確

定

説

苑

地
畢
親
阯
會
學
説
に
就
き
て
(
一
)

、

第
十
四
巻

(第
三
號

一
五
三
)

五
七
三

.＼

,

/

の



説

苑

地
學
観
油
倉
學
読
に
就
き
て
(
こ

」

第
十
四
巻

(第
三
號

[五
四
〉

五
七
四

不
動

に
し
て
、
叉
何
庭
.に
も

一
律

な

る
模

型

に
よ
り
、

瀧

け
ら

る
る

こ
ε
な

し

ε
す

へ
き
は
、
趾
會
學

の

[
本

元

し

ヘ

モ

ち

も

も

命
題
に
非
す
や
、
兎
に
角
宿
の
皮
膚
赤
色
型
は
、
閥
族
制
の
綱
紀
を
立
て
て
、
家
族
群
制
綱
紀
の
代
り
に
供
し
、

マ

で

ち

へ

も

へ

あ

へ

　

ら

ち

ヘ

へ

り

へ

ぬ

つ

も

も

ヤ

ヘ

へ

し

み

カ

あ

も

も

へ

叉

そ
の
綱
紀
行

は
れ
し

か
拒

め
に
、
老

人
及
婦

人
の
軽

侮
、
公
私
生
活

の
不
定
を
促
せ
り
。
第

二
に
連
山
[岩
塊

の

間

、
大
草

原

は
そ
の
防
護

に
よ
り

て
、
暴
風

雨
の
愚

な
一

、
叉
水
牛

は
常
時

叉
多
敷

に
、
獲
見

さ
る

へ
き
所

に
、

そ

ロ

も

ヒ

の

ヘ

ヤ

コ

へ

り

も

へ

の
道
を
選

へ
る
は
、
急
の
結

果

ε
し
て
狩
猟

は
安
固

に
、
又
訓
練

は
大
隊

る
を
得

乾
り

、
從

ひ
て

こ
の
新
長
瀞

は

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ド

も

エ

へ

り

ヒ

も

や

て

ヵ

ヵ

で

ヘ

エ

や

協

同
も

】
暦
鞏
固

た
り

、
戦
争

の
π

め
の
組
織

も
良
好

た
り

、
是
等

の
事
情

は

、
墨
西

哥
、
秘
露

の
如

き
大

國
を

つ

や

カ

み

や

カ

を

ぢ

も

ヘ

へ

生

め
り

、
第
三

に
等

し
く
水
牛
猟

を
伸

ひ

つ
つ
、
海
上

に
そ

の
道

を
探
れ

る
は
、
地

理
事
情

の
必
要

に
迫
ら
れ

、

、

、

、

℃

、

、

葛

噛

、

、

隔

、

、

、

、

、

、

、

、

、

窄

、

、

、

、

、

男
子
は
狩
猟
漁
撈
職
事

に
當
り
、
女
子
は
農
耕

の
た
め
に
、
土
着
的
協
同
を
結

ふ
に
至
れ
り
、
そ
の
結
果
は
母
方

マ
ト
リ
ア

ル
ハ
　
ト

よ

り
、
確

立

さ
る

へ
ぎ
血
統

(母
静
静
y
及

婦
人

の
優
越

な
り

き
。

ぬ

あ

へ

も

も

も

マ

ぬ

ゆ

ヤ

リ

へ

も

や

ヘ

ヵ

も

ヤ

へ

り

や

ち

ヵ

へ

他

の

一
大
祉

會
型
は
、
森
林
内

に
起
れ

る
、
印

度
人
及
黒

人

の
肚
會
型

な
り
、
そ

の
動
物
界

に
は

、
離
絆

し

イ、

あ

マ

へ

棲
息
す

へ
ぎ
動

物
あ
り
、
從

ひ
て
民
族

は
出

て
て
小
獣

狩
り

に
當

り
、
之

か
だ
め
に
肚

會
關

係

に
、
及

ほ

さ
る

ヘ

へ

も

や

ヤ

も

ゐ

も

ロ

も

へ
　

へ

た

コ

カ

う

セ

ね

セ

ぬ

ヘ

ロ

も

あ

ヘ

セ

も

ヤ

ぬ

も

も

も

き
結
果
ε
し
て
は
、
老
人
に
封
ず
る
若
輩
の
優
越
、
個
人
主
義
射
精
紳
、
生
存
資
料
の
貧
弱

、
尿
族
の
織
離
、
定

も

あ

へ

も

う

も

も

も

へ

期
移
住
の
必
要
及
困
難
を
生
む
、
之
に
反

し
土
地
所
有
は
共
同
的
た
b
、
何
人
も
土
地
を
我
物
ε
す

る
こ
ご
を
、

マ

　

ね
セ

カ

ぬ

ぬ

へ

も

り

も

へ

も

の

ち

し

ぢ

　

も

も

ち

へ

も

や

へ

も

ネ

ヘ

リ

ヘ

や

利
益

ε
な

さ

さ
れ
は
な

り
、
家
族

は
最
早
家

長
制
的

た
ら
す

、
政

府

は
力

を
土
塁

ε
し

て
存

立
す

る
を

以

て
、
残

　

ヘ

へ

も

ヤ

へ

あ

も

し

も

し

り

　

ヘ

ヨ

忽

に

し

て

専

制

的

だ

り

、

永

続

性

を

敏

く

、

小

な

る

猟

民

は

牧

畜

民

の

如

き

、

簿

播

力

を

有

せ
す

、

蓋

し

負

荷

乗

用

の

家

畜

を

有

せ

す

、

そ

の

家

族

は

分

散

し

、

人

口

に

は

醗

俗

な

き

を

以

て

な

り

、

阿

弗

利

加

の

道

路

も

、

亦

林

、
道

に

属

す

。

〔サ

レ
ト
此
鮎

ニ
ソ
キ
、
じ
m
暮

罪
覇

力

唱
夏

芽

』

2

切。
∩
囲熟

田
駄
野

暮

8

一窪
「
.。
詰

ヨ
・
・
酉

「
ぎ

一・
ま

・
・
一〇
;;

<
而
三
州

"



チ
引

ケ

リ
)

も

や

も

や

も

も

あ
　

も

つ

へ

も

モ

ロ

モ

ち

あ

厩
灌
慣
噛
騰
憐
滝
藩
準

回
e
饗

憲
撰

へ軽
、
霧
黎
認
惣
ギ

贋

議

嫁

土
陣
。瀾
醤

庶

曝

詔

書

奮

湿

、
雰

換
亨

謬

策

謀

憲

、
婁

器

砒
曾
に
封
し
て
、
宿
せ
る
か
如
き
意
義
を
有
せ
す
、
大
島

鞍

"か
、
毒

鋳

慾

レ
穿

獄

窓

・
離

離

濾

慰

憲

警

瀞

演

帯

婆

隙

嚇
堺

謬

、
磨

冬

が

ε

奮

、
藩

欝

浸

雑
な
る

へ
き
勢
働
形
態
、
及
各
個
入
の
匠
々
た

る
習
慣

よ
り
惹
起
か
ボ
。

審

⑳
露

雰

饗

、
総

懸

慰

ボ

欝

さ
る
・
響

裟

内
に
は
・
生
存
薪

已

て
の
嚢

に

乏

し
き
も
、
負
獣

ε
し
て
は
秀
絶

せ

智
駱

駝
棲
息

せ

り
、
而
し

て
牧

畜
民

ε
し
て
の
勢

働

の
み

に
て
は
、
不
定

を
告

嘱

適

鷺

凄

補
捷

蓮

肇

冴

吋
隠

密
穿

惣

磐

郵

、・
、,雰

聖
惣

馨

磐

繋

、

販
費
の
た
め
の
工
業
、
商
業
の
た
め
の
運
輸
を
必
要
掛
『
じ
㌍
、
こ
の
目
的
上
除
耐
も
亦
構
成
せ
ら
軋
、
そ
の
撒

も
ぞ

、
叉
、羅

的
な
る
の
要
脅

、
か
一
麦

霧

培

い
、
み

合

癌

富
む
総

総
雰

か
膏

撃

・

ロ

モ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

へ

縫
製
醜
謄
略
観
鰐
露
締齢
艦
御講
認
証
離
繍
織
喀
翻
饗
凱
ザ

ぬ

し

も

や

を

及
ぼ
す

へ
し

.
即

ち
勢

働

は
土
着
的

こ
な
る
も
、

農
耕

は
商
工
業

の
如

く
振
ぽ

さ
る
こ
ご
、
婦
人

の
地
位
割
合

へ

し

あ

に
高
き
、
三

絶

制
豪

族
及
部
族
斎

燈
以
外
に
、
公
権
力
構
成
募

る
こ
ご
之
な
り
、
凝

麿
會
妙
椿

ヒ

ャ

へ

り

も

や

も

や

ら

あ

あ

あ

等
安

定
な

る
、
古

慷
地
を

生
ま
す
、
蓋

し
商
業
型

は

不
定
な

り
、
安
定
を

生
み
得

へ
き
は

、
農
耕

に
限

れ
ば

な
り

他
⑳
樹
雑
㌍
玄

腔
會
型
ば
、
盈
細
動
が
卵
薗
⑳
謙
澗
㌣

興
ポ
か
如
を
勢
酌
麿
轡
型
な
戦

勢
胎
職

爵
P
.

説

苑

地
畢
襯
砒
會
學
読

に
就

き
て
〔
一
)

第
十
四
巻

(第
三
號

一
五
五
)

五
七
五

の



ノ

・

説

苑

輩

難

會
嶺

に
就
き
て
(
し
.

第
+
四
巻

(第
三
號

一
美

)

五
七
六

ボ

霧

さ
れ
た
b
・
そ
の

ぼ

蚕

の
裟

を
、
通
し
て
座
れ
・
征
服
書

し
て
、
亀

土
喬

鶴

に
響

.

こ
ご
を
解
せ
さ
り
し
整

畏

縫
笑

響

人
等
三

り
成
れ
り
、
そ
の
二
は
道
を
西
蔵
に
探
れ
る
農
民
に
し
て
、
そ
は

ヘ

ヘ

ヘ

マ

や

ヘ

ヤ

も

ヘ

ヤ

ヘ

へ

も

へ

蕩

な

る
商
工
業
・
貧
覆

る
農
耕
を
隻

る
、

証

會
型
を
成
せ
り
、
動
物
歪

せ
る
髄

め
、
馳

の
資
源
を
捜

で

ヤ

ヘ

へ

り

み

要
雪

、
而
も
そ
・
蘇

・
可
曾

翁

・
り
し
よ
り
、
弱
准

譜

謬

鞍

、
醜

殉
冠

誘

瑠

筈

・
嘉

総

塞

撮

茅

参

じ
、
・
讐

国
土
の
地
勢
山
醤
に
富
め
・
た
・
、
周
約
的
鶴

に
慣
ら
。

鼻

翼

あ
り
・
蕎

窒

霧

婁

隙

欝

騰
を
、
雰

総

感

奮

震

害

.

露

紹

鯵

電

撃

硲

霧

審

察

跡
婁

夢

毬

喜

、
酔
募

啓

感

奮

ぶ

、
側

か
虫
註
脚

一
暦
包
捨
的
恥
ボ
、
共
融
騰
形
鰻

虐
い
で
⑳
都
市
、
重
罰
砂
恥
世
ゲ
、
地
中
海
浴
岸
地
域
は
、
海
洋
を

土
寮

こ
せ
る
諸
事
情

ビ
、

土
地
及
天
産
物

の
齊

一
な
る
、

特
質
ざ
に
よ
り
決
定
せ
ら
れ

つ
、
、

鮮
明
な
る

一
持

や

つ

ヘ

へ

う

も

た

で

ヤ

ヘ

マ

マ

も

セ

ハ

あ

も

も

ヤ

へ

色

を
付

せ
ら

れ
π

る
、

一
軍

一
地

帯
を
な

せ
り
、
即

ち
此

地
域

に
は
異

れ
る
三
地

匠

、
詳

言
す

れ
は
谷

、
海
港

及

璽

皐

嬰

気

・
謬

蕃

書

慰

蹄

義

塾

、忌
鉱

魚

管

。
第

一
に
谷
の
肚
會
型
を
な
せ
・
は
、

穿

養

蚕

最

古
佳

)及

内
・
一。
♂

の
罠

な
り
、
そ
の
干
地

は
落

し
得

へ
き
土
地
　

成
b
、
義

握

金
鎖

の
捜
索
・
開
墾
容
易
な
リ
レ

ぎ

、
並
に
果
實

畳

む

へ
き
、
樹
木
栽
培
に
よ
れ
る
.ぎ

に
よ
り
、
著
し
く

扶
譽

れ
た
り
、
舞

の
事
情
め
り
し
陀
め
、
径

間
民
族
曇

す

る
防
衛

の
目
的
上
、
堅
固
な

る
勢

曇

り

て
・
協
同
す
る
の
必
要
あ
・
し
π
め
、
密
實
な
る

一
の
都
市
生
活
連

れ
b
、
そ
の
地
方
の
特
篁

、
野
外
に
於

け
る
輕
易
労
働
・
及
軽
快
に
し
て
開
け
砦

生
活
の
影
響
ε
し
て
、
建
築

藝

術
士

の
諸
能
力
、
並
に
身
盤
の
美

及

調

和

を

、

啓

獲

せ

し

め

セ

リ

。

第

二

に

海

港

砒

轡

型

を

代

表

せ

る

は

、

兇
ま

⇒
凶N
【。
「

及

国
p
「島

9
げq
。
.

な

b

、

㌔



勺
ま
葺

犀

の
原
住
地

域
は

、

ア

シ
ソ
ア
及

壌
土

大
帝

國

の
、
附
近

に
あ

り
し
を
以
て
、
商
業

に
便

な
り

き
、

こ
め

肚
會

型

に
よ
り
示

さ

る
}
も

の
は
、
家
族
共
同
膿

の

分
解
、
土
地

家
族

顧
客

に
關
す

る
不
定

の
増
進
、
専

制
的
性

質

を
帯

へ
る
、
国
家
共
同
禮

の
優
勢

、

永
遽

的
殖
民

地
統
治

を
興
す

の
無
能
等

な
り
。
第
三

に
小
高
孕
地

の
祉

會

型
を
代
表
す

る
も

の
は

≧

σ
雲
霧
・戸

及
希
臘

人
な

り
、

そ
は
谷

の
肚

會
型
中

よ
り
、

濁

立
自
主

的
た
り

、
從

ひ

て
肚
交

的
な
ら

さ
る
人

々
、
簡
抜

さ
れ

π
る
も

の
ご

し
て
派
生

せ
り

、
土
地

は
痔
薄

た
り
、
叉
農
耕
は

婦
人

に
よ

b
瞥

ま

る
る
か
た

め
に
、
男

エT
は
富
裕

な

る
低
平
地

に
出

て

㌧
、掠
奪

を
事

ε
す

る

の
風
起

れ
り
、
又
道
は
往

還
じ

あ

へ

も

も

ヘ

ヤ

ひ

も

コ

へ

ち

を

あ

や

ヒ

ヘ

へ

不
便
な

る
た
め
。
商
業
を
獲
達
せ
し
む
る
に
至
ら
さ
b
き
、而
し
て
古
希
職
人
は
、
右
地
中
海
沿
岸
三
肚
曾
型
全
部

げ
・
海

事

か
じ
・
欝

か
い
謬

ザ
・
薩
真

鶴
蕎

繋

聖

ゲ
・
侭

妻

暑

い
ぎ

碁

、
劣

も

も

り

も

サ

ヤ

ヘ

ヘ

モ

へ

た

も

　

も

も

も

あ

エ

ち

も

ろ

し

も

り

ぬ

る

も

へ

し

ヘ

モ

を

ぬ

ろ

も

も

で

あ

も

の
最
大
緊
張
を
示
し
、
か
く
て
そ
の
肚
會
秩
序

全
部
は
」
個
人
の
権
利
保
護
の
た
め
の
、

一
方
便

に
外
な
ら
す
。

〔未
完
)

読

苑

地
學
観
肚
會
學
観
に
就
き
て
(
一
V

第
十
四
巻

ρ第
三
號

一
五
七
)

五
七
七

.


